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BacterialTwo-HybridSystemを用いた枯草菌胞子の最外層形成に関与するタンパク
質の相互作用の解析
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[目的]枯草菌の胞子はスポアコー トと呼ばれるタンパク質の殻に覆われており､

その最外層はクラストと呼ばれている｡クラス トに局在しているCgeA･CotY･CotZ

は全て多量体を形成していることが明らかとなっている｡CotYとCotZは相互作用

し､CgeAは単独でオリゴマーまたはポリマーを形成することから､これらのタン

パク質が-テロ多量体となってクラス トを形成している可能性が示唆されている

(2012年度日本農芸化学学会発表)｡また cotX.cotY.cotZの遺伝子破壊株では､

CgeAの局在化に異常をきたすことが確認されている｡本研究では､CgeA､CotX､

CotY､CotZ間の直接的な相互作用の有無について検討した｡

[方法]BacterialTwo-HybridSystemを用いて､タンパク質間の直接的な相互作

用を βガラクトシダーゼ活性により評価した｡
[結果]CgeA同士は多量体を形成したが､cotX､CotY､CotZと単独で相互作用し

なかった｡CotXはCotY､CotZと単独で相互作用せず､またCotX同士でも相互作

用せず､多量体を形成しないという解析結果が得られた｡

[考察]cgeAのクラスト局在化にはCotYとCotZが必要だが､これらのタンパ

ク質との直接的な相互作用が認められなかった｡CgeAとCotY･CotZの相互作用に

はその他の因子の介在や､CotYと CotZの複合体形成が必要と推定される｡CotX

は CotYとCotZのクラス ト局在化に関与せず､直接的な相互作用もないと推定さ

れる｡CotXはCgeAのクラスト局在化に必須だが､直接の相互作用が認められなか

ったことから､その他の因子を介してCgeAの局在化を制御すると推定される｡


